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開館時間／火〜金曜日…午前９時〜午後６時
　　　　　土・日曜日…午前９時〜午後５時
今月の休館日／16日（木）、毎週月曜日
問市図書館（☎62-2560）　http://www.library-asahi-chiba.jp/

◦小さな本の大きな世界	（長田弘）
◦日本語を作った男	 （山口謠司）
◦入門国境学	 （岩下明裕）
◦老人の壁	 （養老孟司）
◦五〇億年の孤独
	 （リー・ビリングズ）
◦「失われた名画」の展覧会
	 （池上英洋）
◦忙しい人の家族ごはん	（城川朝）
◦石川啄木	 （ドナルド・キーン）
◦眩
くらら

	 （朝井まかて）
◦サブマリン	 （伊坂幸太郎）
◦我々の恋愛	 （いとうせいこう）
◦海の見える理髪店	 （荻原浩）

◦杏奈は春待岬に	 （梶尾真治）
◦アンバランス	 （加藤千恵）
◦天下一の軽口男	 （木下昌輝）
◦希望の海	 （熊谷達也）
◦アンと青春	 （坂木司）
◦ヒーロー！	 （白岩玄）
◦ホラベンチャー！	 （竹内真）
◦彼女に関する十二章	（中島京子）
◦辛

こ ぶ し

夷の花	 （葉
は

室
むろ

麟
りん

）
◦暗幕のゲルニカ	 （原田マハ）
◦バベル九朔	 （万城目学）
◦橋を渡る	 （吉田修一）
◦模範郷	 （リービ英雄）
◦誰がために鐘を鳴らす	（山本幸久）

市図書館だより

「十三匹の犬」

加藤幸子 著
（新潮社）

　戦前の札幌に始まり、平
成の東京まで犬を飼い続け
る一家があった。歴代十三
匹の犬が語る、犬と家族の
物語。

「不惑のスクラム」

安藤祐介 著
（KADOKAWA）

　死に場所を探していた丸
川は、全員が40歳以上の選
手によるラグビー部に出会
う。ラグビーを通じ、彼ら
は人生を見つめ直してゆく。

幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／６月９日（木）、23日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館

おはなしの時間

市
長
　
明
智 

忠
直

躍
動
の
季
節

　
日
一
日
と
濃
さ
を
増
し
て
い
く
新
緑
。

５
月
は
万
物
の
成
長
を
象
徴
し
、
私
た

ち
人
間
に
も
元
気
と
躍
動
を
与
え
、
新

た
な
夢
や
希
望
を
持
た
せ
て
く
れ
る
素

晴
ら
し
い
季
節
で
あ
り
ま
す
。　

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
間
近
に
迫
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
、
次
々
と
選
手
が
予
選
会
を

突
破
し
、
五
輪
代
表
に
決
定
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
水
泳
や
卓
球
、
体
操
な
ど

の
若
手
選
手
の
活
躍
は
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
躍
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
、
み

ん
な
が
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

木
々
の
若
葉
が
風
雨
に
耐
え
、
太
陽
の

光
を
得
て
、
大
き
く
丈
夫
に
育
っ
て
い

く
さ
ま
と
、
若
手
選
手
の
活
躍
が
重
な

る
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
大
き
く

成
長
し
て
ほ
し
い
と
、
あ
ら
た
め
て
エ

ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
旭
市
で
も
、
市
民
陸
上
競
技
大
会
や

小
学
校
体
育
大
会
、
全
日
本
卓
球
選
手

権
大
会
千
葉
県
予
選
会
が
行
わ
れ
る
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
増
え
、
躍
動
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
選
手
一
人
一
人
が

大
き
な
目
標
や
夢
を
持
ち
、
自
分
の
可

能
性
に
挑
戦
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
夢
は
大
き

く
、
目
標
に
一
歩
ず
つ
近
づ
け
て
ほ
し

い
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
。「
ど
ん
な
こ

と
に
も
諦
め
な
い
」
気
持
ち
で
、
今
こ

こ
に
い
る
自
分
に
自
信
を
持
ち
、
未
来

へ
飛
び
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
５
月
15
日
に
は
、
第
60
回
千
葉
県
東

部
五
市
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

銚
子
市
、
成
田
市
、
香
取
市
、
匝
瑳
市
、

旭
市
の
各
市
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交

流
や
親
睦
、
ま
ち
の
活
性
化
に
寄
与
し

よ
う
と
60
年
前
に
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
。

地
方
が
主
体
と
な
り
地
域
を
盛
り
上
げ

る
、
ま
さ
に
地
方
創
生
と
い
う
時
代
に

合
っ
た
行
事
で
あ
り
ま
し
た
。
選
手
や

応
援
の
皆
さ
ん
の
郷
土
愛
を
大
切
に
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
生
か
し

た
い
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

第
八
一
回

随 
筆
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